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③実証実験の実施
▷自動走行可能なモビリティ等の実証実験

①庁内PTの開催・検討
▷南大沢スマートシティ実施計画
（たたき台）の作成

②協議会・部会の開催・検討
▷地域の課題、先端技術による対策の検討 ＜部会A＞

モビリティ

課題Ａ
対策Ａ

▶実験Ａ

課題Ｂ
対策Ｂ

▶実験Ｂ

南大沢スマートシティ協議会
（東京都・八王子市・都立大・地元企業等）

＜部会Ｂ＞
商業賑わい

庁内ＰＴ

課題Ｃ
対策Ｃ

▶実験Ｃ

＜部会Ｃ＞
情報他

■検討体制■今年度内容

（自動車いす）

検
討 実

施

■実証実験（予定）

（自動運搬ロボット）

＜モビリティ・実験（Ａ）：
高齢者等移動支援＞
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■目的

〇南大沢駅周辺地区は、にぎわいのある拠点が形成され、学術研究とまちづくりが連携するエリアである一方、丘陵地のため、高齢

者等の居住者の移動などが課題。

〇このため、最先端技術の研究とICTなどの活用を図りながら、地域の課題や対応策等について、多くの関係者との調整や合意形成

及び専門的見地からの検討が不可欠である。

〇そこで、様々な関係者が参画する「南大沢スマートシティ協議会」を設立し、中長期的な取組について検討することを目的とする。

【Ｒ３・４】

〇継続的な協議会・部会等の開催

〇多面的な課題･対策の検討

（範囲拡大・対策拡充等）

〇多様な実証実験の実施・検証

【Ｒ５】社会実装･他地区展開

■スケジュール

10/27設立･
第１回開催

＜実験車両(予定)＞



〇丘陵地の高低移動の負担軽減

〇住宅団地から駅・バス停までのアクセス交通の確保

〇鉄道とバス・タクシー・自転車等の円滑な乗換、地区内の快適な移動

〇自動車いす、電動シェアサイクル・キックボード等の導入

〇自動運転EV（小型モビリティ、タクシー、デマンドバス等）の導入

〇MaaS、TDM（カーシェア、P&R）、ITS（道路交通・駐車場情報等）の推進

＜部会A＞
モビリティ
（清水教授）

＜協議会＞

・東京都

・八王子市

・都立大

・多摩NTｾﾝﾀｰ

・地元企業

・地元団体

・通信事業者

等

＜部会Ｂ＞
商業賑わい

（岡村准教授）

＜庁内PT＞

・都整局

・戦略本部

・総務局

・環境局

・政策局

・建設局

・住宅本部

・産労局

・福保局

＜部会Ｃ＞
情報他

（石川教授）

〇コロナ禍における三密回避のための分散化

〇ICT進展によるワークスタイルの多様化・高度化

〇５Ｇ・ビックデータの活用・情報提供による混雑回避・最適な案内誘導

〇サテライト・シェアオフィス、コワーキングスペースの設置、WEB環境整備

対
策

実験（移動支援サービス等）

課
題

対
策

実験（5G・ICT・IOT・AI・ビックデータ等）

課
題

対
策

実験（買物支援・決済サービス等）

■検討組織

■部会の検討概要（案）

〇高齢者・身障者・子連れ主婦の買物負担の軽減

〇商業施設の賑わい創出・決済等のサービス向上

〇荷物配送・追従ロボットの導入、アバターによる遠隔買物サービスの導入

〇デジタルサイネージによる店舗情報の提供、無人販売・顔認証決済の導入

■部会の検討内容（例）

課
題
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回 内 容

第１回 地域の現況・課題の検討

第２回 課題を解決する先端技術の活用検討

第３回 先端技術の実証実験

第４回 実証実験の評価・今後の課題検討



（補足）南大沢駅周辺地区まちづくりの方向性（案）

※出典）「南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会 第２回資料」
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